
束北電力株式禽)祉沼繹沼拳電所綿ポンプ(抄

Pump for Numazawanuma Power

Station of Tohoku Electric Power Co.,Inc.

日立製作所に於て完成した東北電力株式会社沼沢沼蒐竃所納23,000kVA水車交流発電樺並びにその制御 置

については別項発表(第1真一第18頁)の通りである｡その他に横軸両吸込み2段タ←ピンポンプ.を作成中で

あり以下はその抄録であるが､詳細は後日本誌に発表する予定である｡ し編 集 部)

ポンプほ水車､発 機(ポンプ運砿の場合ほ同期

機となる)と一朝上に直結され､発

ほ切放され､揚水時にほ水車ほ

時にほ通常ボンフ

結されたままケー←シ′ン

ダ内に圧縮空気を吹き込んで水面を押下げた状態で運転

される｡但し短時間の発 にほボン70を 結したまま水

車と同様の方法で空転さカtる｡水車ポンプ共空転時にほ

｣~勺部間隙に注水する｡

ボン70の仕様は次の通である｡

口 径1,500mIn

型 式 DMS-CH(横軸両吸込2段タービン

ポンプ)

基準水量

〝 総賂

;回 転 数

動力

最低吸水位

ポンプの1

7.9m3ノSeC

211m

500r.p.m.

21,000kW

ポンプ軸心上1･1皿

ほ片吸込の羽根軍を軸の両端に背合わせ

に配し､中央た両吸込の羽根革を備え､ケーシ∵/グにほ

ステイを
●

ねた国是 内羽根の外をこ渦巻讃を有してい

ボン7Gの起動ほ満水状態で水草で行い､同期適度に透

して後 動機に負荷を移す方法をとった｡

吐出弁としては油圧操作式のこ-ドル弁を使用し水量

節に健ならし㌍)てある:〔窟このニードル弁は逆流の

際万一･規定連荘以上で閉鎖するような場合には水草側の

制圧器を開いて水圧上昇を防ぐよう考慮されている｡.

運転方式は1人制御方式とし起動停止は順序制御器の

操作こより自働的に行われる｡

本ポンプは記録的大容量を有し工場試験が不可能であ

るのみならず種々な問題を含んでいるので予めモデルポ

ンプによる研究の複製作に着手された｡モデルポンプは

物の1/5.88iこ縮尺され､1段目､2段目別個の1号機

から5号機までと実物と全く相似形の6号磯とから成る｡

各段毎の試験は実物と同･一路程を持たすために2極､

3,000r･p.m･の交流 動機によって運転される｡モデル

ポンプによって得られた最高効率は1段目が78%,2段

目が85%であり､キャビテー∵ション試験の結果は運

の全範囲に対して安全であった｡､

物ポンプは工場完成ほ5月末､

半ば頃の予定である｡

軌･こ入るのほ8月

束北電力株式会社沼沢 沼

Pump for Numazawanuma Power Station of

発∵竃所納 ポ ン プ

Tohol{u Electric Power Co.,Inc.
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牛寺 宝宇 戸∃ 寺院

最近登録された日立製作用の特許及び要用新案(1)

区 分 登録番託 名 稗

392256

〝+
■

392257

392258

鰻動型油圧作動装置

バンドブレーキ装置

バ ン ド ブ レ ー キ

エ場名 氏 名 戸登録年月日

戸塚工場

日立工場

中央研究所

日立工場

多賀工場

亀戸工場

多賀工場

多賀工場
日立工場

日立工場

多賀工場

日立工場

亀有工場

多賀工場

戸塚工場

日立工場

多賀工場

日立工場

亀戸工場

多賀工場

今 西 久 弼

平 田

〈芹霜
片 桐

西 堀

信二郎

博

西 堀

杉 浦 供

博

黒 川 進

草 野 玄 石

薮 野 玄 石

薮 野 亥 石

桑 山 正 俊

桑 山 正 俊

儒警--玄歪
滑 川 清

鈴 木 寅 吉

河 合 泰 治

氏 原 良 男

小 蘭 常 雄

中 谷 信 夫

滑 川 清

楼田
正 一･

晋 介

樋 熊 常 雄

和 田 正 僻

和 田 正 伸

横 内 直 中

横 内 直 中

27..4.15

′′

27.4,15

27.4.】.6




